
工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称 ００

令和 4 年 - 月 - 日表紙・図面リスト

A2：

A3：

図 面 リ ス ト

図面番号図面番号 図面名称

D－00

D－01

D－02

D－03

D－04

D－05

D－06

D－07

D－08

D－09

特記仕様書（建築改修）その２

特記仕様書（建築改修）その１

表紙・図面リスト

特記仕様書（建築改修）その３

D－11

D－10

付近見取図・配置図

仮設計画図

既存馬道周辺平面配置図

既存馬道周辺断面図－１

既存馬道周辺断面図－２

部分詳細図

D－12

D－13

D－14

D－15 劣化部調査図

ウィナーズサークル周辺平面配置図

ウィナーズサークル新設工事

ウィナーズサークル新設工事

ウィナーズサークル周辺断面図－１

ウィナーズサークル周辺断面図－２

特記仕様書（建築改修）その４

特記仕様書（建築改修）その５

図面名称（電気）

図面名称（機械）

E－01

M－01

電気設備配置図(撤去図・改修後)

給水設備配置図(撤去図・改修後)



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称

令和 4 年 - 月 - 日

工 事 仕 様 書 １ １

（

続
き）

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築改修工事仕様

・

・

再資源化すべきもの以外

（

続
き）

10. 技能士

1．工事場所

2．敷地面積

3．地域地区 都市計画区域　（　・内　　・外　）　　準都市計画区域　（　・内　　・外　）

用途地域等　（　　　　　　　　　　）　・指定なし

　　　　　　（　・防火地域　　・準防火地域　　・法22条区域　　・指定なし　）

5．棟別概要

4．建物用途

6．工事種目

1. 共通仕様

(3)受注者は完了検査（中間検査を含む）には、特定行政庁（建築主事）が求める検査に必要な資料等（報告書等）を用意すること。

(2)本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の特記仕様書は別図による。

(1)項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

(2)特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　　印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。

　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

Ｇ

2. 特記仕様

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

・ｶﾞﾗｽくず、

　陶磁器くず

・繊維くず

・飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ

・非飛散性

・木くず

・廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

3. 品質計画

　　　　　　　　　　技能検定作業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

防水工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

排水工事

植栽工事

とび

鉄筋施工

型枠施工

防水施工

建築大工

建築板金

内装仕上げ施工

左官

建具製作

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工

表装（表具）

表装（壁装）

畳製作

配管

造園

・とび作業

・鉄筋組立て作業

・型枠工事作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業　

・左官作業

・木製建具手加工作業　・木製建具機械加工作業

・ガラス工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業

・表具作業

・壁装作業

・畳製作作業

・造園工事作業

・建築配管作業

11. 建設機械

　ディーゼルエンジン

施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算

　　基準風速( V0 )　　　　 (　　　　　 ) m/s

　　地表面粗度区分　　・Ⅰ　　　・Ⅱ　　　・Ⅲ　　・Ⅳ

　　　　・上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する

　　　　・上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する

　　　　　・シート防水(機械式) ･屋上緑化システム　・(　　　　　　　　　　　　)

4. 設備工事との取り合い 施工範囲　別表－１による

施工図等　設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける

5. 材料の品質等

6. 環境への配慮

(3)特記事項に記載の[　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示し、（　）内表示番号は、標準仕様書の

   当該項目、当該図又は当該表を示す。

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、適切な処理を行うものとする。

なお、処分場の決定に当たっては監督職員と協議をする

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。

　なお、排出ガス対策型建設機械に代えて、国交省で認定された排出ガス浄化装置を装着した建設機械に

  ついても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。

　※排出ガス対策型建設機械とは、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき国土交通省で指定された

    排出ガス対策型建設機械をいう。

　　　　　　　　　　　　　　　　機　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考

・バックホウ　・トラクタショベル（車輪式）　・ブルドーザ　

・発動発電機（可搬式）・空気圧縮機（可搬式）　・油圧ユニット類

　以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシンとは別に、

独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載するもの

・ロードローラ・タイヤローラ　・振動ローラ　・ホイールクレーン

・低騒音型建設機械の適用

　　建設機械名

※建設機械を使用しないときは、エンジンを停止するなど建設機械の稼働時間の抑制に努めること。

（エンジン出力7.5kW以上260

kW以下）を搭載した建設機械

を対象とする。

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業　・シーリング防水工事作業

・

※

　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

・畳

(1)図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

 建　物　名　称　　構　造 　階　数
　延べ面積

　 （㎡） 　 （㎡）

　建築面積

 別表第１の区分

　 建築基準法
　　　　備　　考

 廃棄物の種類     施設名称                 所   在   地    搬出距離 　適用工事種類 　　 職　　種

・油圧ハンマ ・バイブロハンマ ・油圧式鋼管圧入引抜機 ・アースオーガ

・オールケーシング掘削機 ・リバースサーキュレーションドリル　

・アースドリル・地下連続壁施工機　・全回転型オールケーシング掘削機　

(4)　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

章 　　　項　目 　　　　　　　　特　　記　　事　　項

１ 1. 適用基準等

・発注者に引渡しを要するもの（・金属類　・PCB含有物　・　　　　　）

　　引渡し場所　　※構内　　・（　　　　　　）

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

2. 発生材の処理

・ 施設におけるわかりやすいユニバーサルデザインのサイン（佐賀県県土づくり本部建築住宅課発行）

・ ユニバーサルデザイン施設整備基準（佐賀県福祉のまちづくり条例　施設整備マニュアル）

・コンクリート塊

　コンクリート塊

再資源化すべきもの

・アスファルト・　

　・本工事は、建設リサイクル法等の対象工事外であるが分別解体等及び特定建設資材の再資源化等につ

    いて適切な措置を行う

工
 程
 
ご
 
と
 の
 
作
 
業
 内
 容

　①　造成等

　②　基礎・基礎ぐい

　③　上部構造部分・外装

　④　屋根

　⑤　建築設備・内装等

　⑥　その他

　　（　　　　　　）

造成等の工事

　・有　　　・無

基礎・基礎ぐいの工事

上部構造部分・外装の工事

屋根の工事

建築設備・内装等の工事

その他の工事

　・有　　　・無

　・有　　　・無

　・有　　　・無

　・有　　　・無

　・有　　　・無

工程ごとの作業内容

　・本工事は特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定資材を使用する新築工事等

    号。以下「建設リサイクル法」という）施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の規模に関する基

    準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施

    について適切な措置を講ずる

　　工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件によりがたい場合は、監督職員と

    協議する

・建設発生木材

・金属

・ 土木工事等共通仕様書（佐賀県県土整備部）

　　　　工　　程 　　　　　　　　　作　　業　　内　　容

    施設名称  廃棄物の種類                所   在   地    搬出距離

(5)関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応について、

   監督職員と協議すること。

(6)形状寸法の単位は、特記無き限りミリメートルとする。

　　可能）による。

[1.3.12]

[1.2.2]

[1.4.2]同等以上の材料・機材等の使用

　　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。

    ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の

材料・機材等の品質及び性能

　　本工事に於いて別表－2に示す材料を使用する場合の材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべ

  ての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価された

  承諾を受ける。

  ことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける

　　　(1)品質及び性能に関する試験データを整備していること

　　　(2)生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

　　　(3)安定的な供給が可能であること

　　　(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

　　　(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　　　(6)販売、保守等の営業体制を整えていること

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次の通りとする

　規制対象外

　第三種品

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

アスベスト含有建材

　本工事に使用する材料については、アスベストを含有しないものとする

公共工事の配慮事項

　グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針におけ

  る公共工事の配慮事項に留意すること

　（基本方針一部抜粋）１９．公共工事の【配慮事項】資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、

  再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

[1.4.1]

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

1)から4)を満たすものとする

　　　1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

        仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計

        図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

　　　2)接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

　　　3)接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

        難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

　　　4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

        トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

　調査項目　　・防水改修　　・外壁改修　　・（　　　　　）

　調査範囲　　・図示　　・（　　　　　）

　調査方法　　・打診及び目視による　　・（　　　　）

　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　※図示

[1.5.2]

[1.5.3]

9. 施工調査

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による8. 特別な材料の工法

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を

測定対象室及び測定箇所数は仕上表による

　注)測定バッジはホルムアルデヒド用と、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、　スチレン用の2種類

     を用いる

施工数量調査

7. 化学物質の濃度測定

　　　・杭打ち機　・バックホウ　　・トラクターショベル　　・ブルドーザー　　・振動ローラー

3. 既存防水の処理 既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

5. アスファルト防水 屋根保護防水

　防水層の種別

　　種別 　施工箇所 　　断熱材　Ｇ 　　絶縁用シート 　立上り部の保護

・Ｐ２Ａ

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ２ＡＩ

・Ｐ１ＢＩ

・Ｔ１ＢＩ

・Ａ－１

※Ａ－２

・Ａ－３

・Ｂ－１

※Ｂ－２

・Ｂ－３

・ＡＩ－１

※ＡＩ－２

・ＡＩ－３

・ＢＩ－１

※ＢＩ－２

・ＢＩ－３

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾙｨﾙﾑ

　厚さ0.15mm以上

・

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　70g/㎡程度

・

・乾式 保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ 押え

・れんが 押え

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

・乾式保護材

　　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの。

　　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

屋根露出防水

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・　

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の補修

及び処置

　防水層の種別

 施工

 箇所 　 種類   使用量
 種別　　工法

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ

・Ｐ０Ｄ

・C-1

※C-2

・C-3

・C-4

・D-1

※D-2

・D-3

・D-4

・

・製造所の

 指定による

・

・製造所の

 指定による

・

・製造所の

 指定による

・

・製造所の

 指定による

[3.2.3,4,6]

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示　・ [3.2.6]

　 工法

　　  仕上材料
　  　備考　　断熱材　Ｇ

・Ｐ０ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

・DI-1

※DI-2

・

・製造所の

 指定による

・製造所の

 指定による

[1.6.2]

脱気装置　　・設ける　　・設けない

改修用ドレン　　・設ける　　・設けない

・上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、

　適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たっては監督職員と協議をすること。

・再生資源利用計画書および実施書は、建設副産物情報交換システム（コブリス）にて作成し

　提出すること。

    であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に係る法律」（平成12年5月31日法第104

各
章
共
通
事
項

適用工種　・ALCパネル(外壁、屋根)・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁)・外壁石張(乾式)

　　　　　・外装材(断熱工法)・長尺金属板葺　 ・折板葺 ・アルミ笠木 ・ガラスブロック

        その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

[1.6.9]

測定し、監督職員に報告すること。測定はパッシブ型採取機器により行う

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・行わない

4. 既存下地の処理

   　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(g)①～③による　・ 

（種類）
※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付)

・　

（厚さ）

・25mm　・50㎜　・　

改修標準仕様書

3.3.2(9)

(種類)

・

(厚さ)

・25mm

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

脱気装置の種類及び設置数量    　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　・　

屋内防水

　　種別 　　備考

・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１

※Ｅ－２

保護層　　・設ける

　　　　　・設けない

　 工法 　　     施工箇所

押え金物の材質及び形状

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・　

屋根排水溝　※図示　・　

防水層の種別6. 改質アスファルト

シート防水

・AS-T1

・AS-T2

・M4AS

　種別 　施工箇所 　　断熱材　Ｇ　 工法

・AS-J2

・Ｅ－１の工程3を行う部位(・　　　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位)

　 種類   使用量

・ ・

　　  仕上材料

・アスファルト

・M3AS ・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

　　備考

・ ・

・アスファルト

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

※アスファルト

※アスファルト

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・P0AS ・ ・

・アスファルト

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

　ルーフィング

　類の製造所の

※アスファルト ・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・M3ASI

・P0ASI

・ASI-T1

・ASI-J1・M4ASI

　仕様による

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・ ・

・アスファルト

　ルーフィング

　類の製造所の

　仕様による

　ルーフィング

　類の製造所の

※アスファルト ・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

　仕様による

・設ける

・設けない

　※図示　・　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

仕上塗料　　※カラー　　・シルバー

改修標準仕様書

3.3.2(9)

（種類）

　・

（厚さ）

　・

２

仮
設
工
事

1. 足場その他

[表2.2.1]

[3.3.2～5][表3.3.3～10]

[3.4.2～4][表3.4.1～3]

脱気装置

脱気装置

脱気装置

防湿層

2. 既存部分の養生 既存部分の養生　　　　・行う　　　　・行わない

開口部の養生　　　　　・行う　　　　・行わない

　　養生方法　　　　　・合板張りによる　　・（　　　　）

　　　　　　　　　　　　設置範囲　　　※図示　・（　　　　）

固定された備品、机、ロッカー等の移動

　　　　　　　　　　　※行わない　　・行う(図示)

3. 仮設間仕切り 仮設間仕切り等の種別

  　種別 　　　　　　　　　　　　　　　材質 　　　　　仕上げ

・A種

・B種

・C種

・仮設扉

・せっこうボード厚9.5両面張り　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ（　　）

・合板厚9両面張り　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ（　　）

・せっこうボード厚9.5片面張り　　　・合板厚9片面張り

※シート張り

・片面塗装

・片面塗装

・

・

－

・合板張木製扉　　　 　・　

　　面積規模（　　　　　）㎡程度

監督職員スペースと工事監理業務の職員スペースは間仕切壁等で仕切る

監督職員事務所の仕上げ

　　　部位等 　　　　　　　　　　　　　　仕　上　げ

床

内壁、天井

屋根

合板張り又はビニル床シート貼り

合板又は石膏ボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り、調合ペイント塗り

4. 監督員事務所 [2.4.1]

・設ける　　　※設けない

構内既存の施設　・利用できる(※有償 ・無償)　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる(※有償 ・無償)　※利用できない

指定仮設の範囲（種類・箇所・規格・数量を明示）

・

・

上記に該当しない仮設については、全て任意仮設とし、請負者の創意工夫により施工すること。

施工にあたっては、施工計画書に工法・数量を明示し、監督員に提出すること。

なお、任意仮設のため、仮設工法の変更に伴う数量変更や工期変更は行わない。

5. 工事用水

6. 工事用電力

7. 指定仮設等

・現場事務所内に監督職員閲覧スペースを設け、施工計画書等を備えること。（現場事務所）

　　養生方法　　　　　※ビニルシート、合板等による　・（　　　　）

　　　　　　　　　設置範囲　　　※図示　・（　　　　）

既存家具・既存設備等の養生　　　※ビニルシート等による　・（　　　　）

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.2][表2.3.1]

３

防
水
改
修
工
事

1. 共通事項 施工標識　※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

　　取付方法等は、ルーフィング類製造所の仕様による

2. 降雨等に対する養生方法

  （とい共）

[3.1.3]

改修用ドレン（P0AS,P0ASI,P0D,P0DI,P0S,P0SI,P0X工法の場合）

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ア)～(ウ)による。 ・ 

※定置する足場、作業構台等は、別契約の関連する工事の関係者に無償で使用させる。

　　　　　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

材料・撤去材等の運搬方法

　　　　　・防音シートを設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　　　・　　　）

　　　　　・防護シートを設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　　　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　（設置範囲　・工事に必要な範囲　　　・　　　）

　　　　　・外部足場を設置する　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

外部足場

内部足場 ※脚立、足場板等　　　・(　　　　　　　) [2.2.1]

[2.2.1]

特記仕様書（建築改修）その１

A2：

A3：

佐賀県鳥栖市江島町字西谷

・ウイナーズサークル新設工事

・脚立足場

０１

ウィナーズサークル新設

ウィナーズサークル新設工事

450､000 ｍ2

   （令和4年版）」(以下、「改修標準仕様書」という )により、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁

    営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)」(以下、「標準仕様書」という)による

　　判断の基準は「環境物品の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月）」（環境省のホームページからダウンロード

※ 建築工事標準詳細図（令和4年版）

・ 公共建築木造工事標準仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称

令和 4 年 - 月 - 日

A2：

A3：

特記仕様書（建築改修）その２

・注入口付アンカーピンニング

（ml/箇所）
　　　　　工法の種類

　・　

　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

注入口付アンカーピン

　・　

　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピン

・

※25

  位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・ 　

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・ポリマーセメントモルタル

接着剤の種類6. タイル張替え工法

5. タイル部分張替え工法

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・ポリマーセメントモルタル

接着剤の種類

4. 浮き部改修工法

　―
　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

・

・

・

※50

※50

※25

・注入口付アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング部分

・注入口付アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　注入量

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う　　・行わない

・　

　　・ ポリマーセメントモルタル

    ※ エポキシ樹脂モルタル

※ 充填工法9. 欠損部改修工法

　種別

・P0S

・S4S ・S-F2

・S-M2

・S-F1

・S-M1

　　断熱材　Ｇ
仕上塗料

施工箇所
種類 使用量

　　備考 工法

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ３

（

続
き）

（

続
き）

4-34-2

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ

6. （続き）

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・　

脱気装置の種類及び設置数量

　※改質アスファルトシート製造所の指定による　・　

7. 合成高分子系

  ルーフィングシート防水

防水層の種別

3. （続き）1. 既存モルタル塗りの撤去

　　工法の種類 　　注入量（ml/m）

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0以下

※200～300　　・　

・100～200　　・　

・50～100　　・　

・150～250　　・　

・

・

2. ひび割れ部改修工法

4. 浮き部改修工法

　　　　　　　工法の種類

　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

　　（本/㎡）

　　注入口の箇所数

　　（箇所/㎡）

　一般部 　指定部 　指定部　一般部

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

※16

・

※13

※13

※9

※9

※20

※20

※16

※16※9 ※9

※9

※12

※12 ※20

※20

※16 ※16

※16

※25 ※25

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・
　― 　―

　―

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法 ・

・ ・

　―

　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

　・　

　・　

充填工法

　※エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法

・充填工法

・モルタル塗り替え工法

　―

　―

　―

　―

　―

　―

　―

　―

・行う（・ 全面　※ 図示の範囲）

・ 樹脂注入工法

・　

・　

・　

・　

※自動式低圧エポキシ樹脂

　注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入

　工法

・機械式エポキシ樹脂注入

　工法

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

アンカーピン

注入口付アンカーピン

　ひび割れ幅（㎜） 　    　注入口間隔（㎜）

　[4.4.2]

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・　

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・S-F1・S3S

・S-M3 ・設ける

・設けない

・ルーフィング

　シートの製造

　所の仕様による

・

　シートの製造

　所の仕様による

・

※ルーフィング

・S-M2

・S-M1・M4S

・S-F2

・設ける

・設けない

・ルーフィング

　シートの製造

　所の仕様による

・

　シートの製造

　所の仕様による

・

※ルーフィング

・SI-F1

・SI-F2

・M4SI

・S4SI

・S3SI

・P0SI

・S-M3

・設ける

・設けない

・ルーフィング

　シートの製造

　所の仕様による

・

　シートの製造

　所の仕様による

・

※ルーフィング

改修標準仕様書

（種類）

　・

（厚さ）

3.5.2(3)(エ)(b)による

　・25mm　　・50mm

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・SI-M2

・SI-M1 改修標準仕様書

（種類）

　・

（厚さ）

　・25mm　　・50mm

3.5.2(3)(エ)(a)による

・ルーフィング

　シートの製造

　所の仕様による

・

　シートの製造

　所の仕様による

・

※ルーフィング

　立ち上がり面のシートの厚さ（・　　　　　　※1.5mm）

・SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用フィルム（・設置する　　　・設置しない）

種類 使用量

屋内防水

保護層

　種別 施工箇所 立上り部の
保護モルタル
塗り厚さ　　　　 工法　　塗り厚さ 　　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

・ ※改修標準仕様書

　及び(3)に準ずる

　6.15.6（b）(2)

※改修標準仕様書

　6.15.6（c）(1)

　に準ずる

※7mm以下

・

・・

・S-C1

床塗りの場合の床の目地

　目地割り（・　　　　　　　・2㎡程度　最大目地間隔3m程度）

　目地の種類（・　　　　　　　※押し目地）

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　種類・　　　　　　　　　　　厚さ・　　mm

　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　　　

絶縁用シートの材質

　※発砲ポリエチレンシート　　　　・　

固定金具の材質及び寸法形状

　　樹脂を積層加工した鋼板

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの片面若しくは両面に

　・

脱気装置の種類及び設置数量

　種類　　　・　　　　　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様による

　設置個数　・　　個　　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様による

接着工法の目地処理

　・プレキャストコンクリート下地（・　　　　　　）

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

　・行う（・図示　　・　　　　　　）　　・行わない

8. 塗膜防水

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

種別　工法 　　　備考
　　　　種類 　　　　使用量

　　　　　　　　　仕上塗料
　施工箇所

・P0X ※X-1

・X-2

・

※製造所の仕様による

・

※製造所の仕様による

・
・設ける
・設けない

・設ける
・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・

※製造所の仕様による

・ ・

※製造所の仕様による
・設ける
・設けない

・L4X ・X-1

※X-2

ウレンタンゴム系径塗装膜防水X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

　設置個数　・　　　　　　※主材料の製造所の仕様による

　種類　　　・　　　　　　※主材料の製造所の仕様による

種別　工法 　施工箇所 　　　　各工程数及び工程の使用量 　　保護層

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様による ・設ける

・設けない

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様による ・設ける

・設けない

・P2Y

・P1Y

9. シーリング シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

  　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない

  　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

  下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

　　　　　　　　　施工箇所 　　　　　　　シーリング材の種別（記号）

接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書3.7.3(1)(ア)～(ウ)による　・　

[3.7.8]

３

（

続
き）

　　　備考

たてどい

・硬質ポリ塩化ビニル管

・配管用鋼管

・硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)

・ステンレス鋼管 SUS304、厚2

10. とい

　　　　　　　材質 　 径 　　 施工箇所　 種別

といその他

軒どい ・

ルーフドレン

　　　　　　　　　　　種別 　　　　　　　　　　　施工箇所

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　・　

鋼管製といの防露巻き　※改修標準仕様書表3.8.5による　・　

　※規制対象外　・　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

・

・

・150～250　　・　

・50～100　　・　

・100～200　　・　

※200～300　　・　

0.5以上～1.0以下

0.3以上～0.5未満

0.2以上～0.3未満

0.2以上～1.0以下

　　注入量（ml/m）　　工法の種類

・ 樹脂注入工法1. ひび割れ部改修工法

・　

・　

・　

・　

・手動式エポキシ樹脂注入

※自動式低圧エポキシ樹脂

　注入工法

　工法

・機械式エポキシ樹脂注入

　工法

　ひび割れ幅（㎜） 　   　注入口間隔（㎜）

7. 外壁改修数量表

6. 既製調合モルタル

　　建築材料等品質性能表による

　　建築材料等品質性能表による

（品質・性能・試験方法）

等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤 [4.2.2]

粘調係数　０．５０～１．００

保水係数　０．３５～０．５５

　5.0N/mm2以上 　15 %以下　0.5 N/mm2以上　3 以上

　　耐久性

　（72時間）

　　吸水性　　曲げ性能

　（材齢28日）　（材齢28日）

　引張接着性

　（収縮）

　長さ変化率

　（cm/s）

　広がり速度

（性能）

　　建築材料等品質性能表による

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

　　建築材料等品質性能表による

3. エポキシ樹脂モルタル

[4.2.2]

　　建築材料等品質性能表による

2. パテ状エポキシ樹脂

1. 可とう性エポキシ樹脂

図示による

（品質・性能・試験方法）JIS　A　6024

（品質・性能・試験方法）JIS　A　6024

（品質・性能・試験方法）JIS　A　6024

4. ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

(劣化曲げ強さ)

 5.0N/mm2以上

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
ち
放
し
仕
上
げ

4-1

４

とい受金物

　材種　　・鋼製（亜鉛めっき）　　※ステンレス製

　形状　　・　　　　　　　　　　　※市販品（とい径100以下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

　取付間隔　・　

足金物

　材種　　・鋼製（亜鉛めっき）　　※ステンレス製

　取付間隔　・　

　形状　　・　　　　　　　　　　　※市販品

ルーフドレンの取付け 　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填 　　

棟上避雷導体システム　　※無　　・有

下地補修の工法　※図示　・ 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・ 

　　　　　　　　　・行わない

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　）

　施工場所

・（　　　　）

12. 保証 ※金属屋根工事及び防水工事については、10年間の施工保証とし、保証書は元請業者と施工業者の連名

  とすること

・金属屋根工事及び防水工事については、（　　）年間の施工保証とし、保証書は元請業者と施工業者

  の連名とすること

最少呼称肉厚

※1.6

※1.8

※2.0

※2.0

※2.0

※300

※350

・（　　）

・（　　）

※240,250

　製品幅

ｼｰﾙ
形式

形式
ｵｰﾌﾟﾝ

11. アルミニウム製笠木

・板材折曲げ形

・板材折曲げ形

・押出し350形

・押出し300形

・押出し250形

　　　種類

※AB-1種又はBB-1種

　　       　表面処理

　3 %以下

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　

　抜取り部の補修方法　※図示　・　

　　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う

　　・シーリング材

　　・ 可とう性エポキシ樹脂

　　・ パテ状エポキシ樹脂

・ シール工法

・Ｕカットシール材充填工法

　　　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・　

注入状況の確認方法　　※コア抜取りを行う　　　・　

注入状況の確認方法　　※コア抜取りを行う　　　・　

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　

　抜取り部の補修方法　※図示　・　

・Ｕカットシール材充填工法

　　・シーリング材

　　　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　

　　　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　・可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

　　・ パテ状エポキシ樹脂

　　・ 可とう性エポキシ樹脂

3. 欠損部改修工法 ※ 充填工法

    ※ エポキシ樹脂モルタル

　　・ ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　

　・現場調合材料

　　（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

　・既調合材料

※25

・

・

※25

・

※25

・

・

※50

※50

　―

　―

（ml/箇所）

 注入量

　・既調合材料

　　（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

　・現場調合材料

4-3

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ

1. 既存タイル張りの撤去

　　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

　　工法の種類 　　注入量（ml/m）

　注入工法

　工法

　工法

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0以下

※200～300　　・　

・100～200　　・　

・50～100　　・　

・150～250　　・　

※130　　・　

※40　　・　

※70　　・　

※130　　・　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形 　

2. ひび割れ部改修工法

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　

・ 樹脂注入工法

・外壁タイル張り全面　　・図示の範囲

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

　ひび割れ幅（㎜） 　　　　　注入口間隔（㎜）

　[4.5.4]

注入状況の確認方法　※コア抜取りを行う　　・　

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　

　抜取り部の補修方法　※図示　・　

　　・シーリング材

　　　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・　

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

　　接着剤の種類

　　・ポリマーセメントモルタル

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ タイル部分張替え工法3. 欠損部改修工法

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ タイル張替え工法

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　　　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・ 　

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　・行わない

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

　タイル張りの工法

　 下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

  　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9（3）による）

　　・　

    シーリング　改修特記仕様書３章　防水改修工事による

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

  　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9（3）による）

　　・　

　 モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・ 

　  打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・ 

　シーリング材の種類

　　シーリングのその他事項は、改修特記仕様書３章　防水改修工事による

[4.1.4][4.2.2][4.5.9～15]

※25

・

・

※25

　　（本/㎡）

　 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 　 注入口の箇所数

　　（箇所/㎡）

　一般部 　一般部 　指定部　指定部

・

※16

・

※13

※13

※9

※9

※9

・

・

・

・

・

※9 ※16

・

・

・

・

・

・

※25

※16

※16

※16

※20

※20

・
　―

　―

　―

・

・

・

・

※12

※12

※9

※9

　―

　―

　―

・

・

・

・

※16

※16

※20

※20

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

　　タイル張りの工法

　　・　

  　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9（3）による）

　 下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

　　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・ 

　　シーリング材の種類

　 モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

  　・目荒らし工法（改修標準仕様書4.4.9（3）による）

　　・　

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類

 耐凍害性

適用 Ｇ

再生材の

特注標準

　 役物うわぐすり吸水率による区分形状寸法

　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

耐滑り性
無ゆう

［4.2.2]

区分施工箇所

主な用途による

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

 　・ 

 　・ 

 　・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 無 無  有 有  (mm)

　　色

    伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　・ 

・ 伸縮目地改修工法

・ 目地ひび割れ部改修工法

施ゆう

8. タイルの形状、寸法等

7. 目地改修工法

　　 シーリングのその他事項は、改修特記仕様書３章　防水改修工事による

脱気装置

脱気装置

脱気装置

脱気装置

・S-M2及びSI-M2の場合で立ち上がりが接着工法の場合

[3.6.2、3][表3.6.1、2]

脱気装置

脱気装置

[3.7.2～7][表3.7.1]

[3.8.2、3][表3.8.1]

[3.8.3]

[3.9.2][表3.9.1]

外
壁
改
修
工
事（

材
料）

5. ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

　[4.1.4][4.2.2][4.3.4～6]

[4.1.4][4.2.2][4.3.7]

　[4.1.4][4.2.2][4.4.5～7]

[4.1.4][4.2.2][4.4.8、9]

[4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

　[4.1.4][4.2.2][4.5.5、6]

[4.1.4][4.2.2][4.5.7、8]

[4.1.4][4.5.7]

[4.1.4][4.5.8]

[4.1.4][4.5.16]

０２

ウィナーズサークル新設工事



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称

令和 4 年 - 月 - 日

A2：

A3：

特記仕様書（建築改修）その３

　　 合板の種類

シャッターケース　　※設ける　　・設けない

12. 自動ドア開閉装置 　[5.8.2、3]

鋼板　※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

５

建
具
改
修
工
事

５

（

続
き）

５

（

続
き）

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ

4-4 1. 改修工法

　　　　建具の種類

・ アルミニウム製建具

・ 樹脂製建具

・ 鋼製建具

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

　　　　　　　　適用箇所

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　・　

　　　―　

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

新規に建具を設ける場合

　壁部分の開口の開け方　※図示　・　

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・　

[5.1.4]

　　　工法

※既存仕上面全体　・（　　　　）

※既存仕上面全体　・（　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　）

・30～100Mpa程度

・100～250Mpa程度

10～30Mpa程度

　―

　―

[5.1.3]

 下地処理(方法)

・行う(      )

・行う(      )

・行う(      )

・行う(      )※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

・サンダー工法

・水洗い工法

※既存仕上面全体 ・30％ ・50％

※ 下地調整塗材

・ ポリマーセメントモルタル

・ 防水形仕上げ塗材主材

　下地処理及び下地調整

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

新規仕上塗材の種類

・ 外装薄塗材Ｓｉ

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 外装厚塗材Ｃ

・ 外装厚塗材Ｓｉ

・ 外装厚塗材Ｅ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・薄付け仕上塗材

　　　仕上げの形状及び工法

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

・ 砂壁状

・ ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・ さざ波状

・ 平たん状

・ 凹凸状（・吹付け・こて塗り）

・ 着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

・ 砂壁状じゅらく

・ 京壁状じゅらく

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

上塗材　　・適用する　・適用しない

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様

上塗材

　耐候性　※ 耐候形３種　・　

　溶媒　※ 水系　・ 溶剤系

　樹脂　※ アクリル系　・　

 [5.1.7]・適用する（　　　　　　）　適用箇所（・建具表による　・　　　　）

・適用しない

・適用する　適用箇所（・建具表による　・　　　　）

・適用しない

　・する（・ヒューズ式　・熱感知器　・煙感知器）　　・しない

2. 防火戸

3. 見本の製作等 建具見本の製作　　・する　　・しない

仮組の実施　　　　・する　　・しない

4. 防犯建物部品

5. アルミニウム製建具　

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

性能等級

 　　　　　　　　　 ・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　 ・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

網戸等

　　　　　　網目

・防虫網

・防鳥網

・ステンレス(SUS316)製

ステンレス(SUS304)線材

※0.25㎜以上

・

1.5㎜

※16～18ﾒｯｼｭ

・

網目寸法　15㎜

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

6. 樹脂製建具 性能等級

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　 ・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　 ・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

表面色　　　　　　※標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　※図示　・　

枠の見込み寸法　　・建具表による　・ 

性能等級

  簡易気密型ドアセット　・適用する

  　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

              ・適用しない

  外部に面する建具の耐風圧性　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・ 

                                      （建具符号：・建具表による　・　　　　）

鋼板の厚さ　・改修標準仕様書表5.5.1による　・ 

　　　　　　・片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm又は

　　　　　　　2,400mmを超える場合　・　

7. 鋼製建具　

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸の感知器連動

　　　　　　処理範囲 　　　　　加圧力

　　 種類 防火材料　　　　 呼び名

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

 かぶせ工法 　撤去工法

　 種類 　　　　　　材種 　　　 線径

[5.1.5]

[5.2.2～5][表 5.2.1～2]

　[5.3.2～5][表5.3.1～3]

[5.4.2～5][表 5.4.2]

1. 既存塗膜等の除去、

2. 仕上げ塗材仕上げ

　　　　

　外観　※ つやあり ・ つやなし ・ メタリック

増塗材　

　・適用する　・適用しない

　仕上塗材

・ 可とう系改修塗材Ｅ

・ 可とう系改修塗材ＲＥ

・ 可とう系改修塗材ＣＥ

　　・　

　　・　

　　・　

・ 平たん状

・ さざ波状

・ ゆず肌状

・可とう系改修用

3. マスチック塗材塗り 種別　・Ａ種　・Ｂ種 [4.7.2][表4.7.1]

4. 外壁用塗膜防水材塗り [4.1.5][4.2.2][4.8.2][表4.2.6]外壁用塗膜防水塗り

　仕上げ形状　・　　　　　　　工法　

　外壁用仕上塗材の耐候性　 ※JIS A　6909の耐候性1種相当

 　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書４章　外壁改修工事（モルタル塗り

仕上げ外壁改修）による

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書４章　外壁改修工事（塗仕上外壁等改修）

による

  外部に面する建具　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　　　　　　　　　　着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

　屋内に使用する建具　種別　・BC-1種　・BC-2種

　　　　　　　　　　　着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

　防音ドア,防音サッシ　　　・適用する　種別（・Ｔ－１　・Ｔ－２）

　断熱ドア,断熱サッシ　Ｇ　・ 適用する　種別（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　）

 　　　　　 　　　　　　　 ・適用しない

                            （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　     ・適用しない

　防音ドア,防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　 　　　　 ・適用しない

　断熱ドア,断熱サッシ　Ｇ 　 ・ 適用する　断熱性の等級（　　）

                              （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　     ・適用しない

　耐震ドア　　　　　　　 　  ・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

                              （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　   ・適用しない

枠の見込み寸法　　・建具表による　

表面処理の種別

結露水の処理方法　・ 図示　・　

水切り板、ぜん板　・ 図示　・　

ガラス　　　　　  ※複層ガラス　・単板ガラス　・三重ガラス　

　防音ドア,防音サッシ　　　   ・適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドア,断熱サッシ　Ｇ　   ・ 適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドア  　　　　　　　　  ・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

鋼板の厚さ　　　・　　　ｍｍ

　　　　　　　　※改修標準仕様書表5.4.2による

8. 鋼製軽量建具 性能等級 [5.5.2～5][表5.5.1～2]

　簡易気密型ドアセット（気密性の等級A-3）　

　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

                             　 （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                            　  （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　    ・ 適用しない

 　　　　　 　　　　　　　　　・ 適用しない

　防音ドア,防音サッシ　　　　　 　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                                   ・ 適用しない

　　　　　　　  　　　　　　　　　・ 適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 適用する （建具符号：・建具表による　・　　　　　）

                                   ・ 適用しない

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　断熱ドア,断熱サッシ　Ｇ　　　　　・ 適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

                                   ・ 適用しない

ステンレス鋼板　・　　　　　　・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

召合せ、縦小口包み板の材質　・ステンレス鋼板　※鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

9. ステンレス製建具 性能等級

　外部に面する建具の耐風圧性　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　　 　  ・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　　 　  ・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　　 　  ・ 

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　・ 

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　）

　不透明塗料塗り

　（※しな程度 ・　 　　　）

板面の品質（　　　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

樹種名（　　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

化粧加工の方法

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）

表面性能（　　　　 　）タイプ

接着の程度（・1類　・2類 ）

　　　　　備考

・天然木 化粧合板　Ｇ

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・　

・特殊加工 

化粧合板　Ｇ

10. 木製建具 (16.7.2～4)

　　　　　　　　 規格等

[5.6.2～5]

※普通合板　Ｇ

　簡易気密型ドアセット　　・適用する （建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　  　　　　　・適用しない

　防音ドア,防音サッシ　　　 　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

                               （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・適用しない

　断熱ドア,断熱サッシ　Ｇ　   ・ 適用する　断熱性の等級（　　）

                               （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・適用しない

　耐震ドア　　　 　　　　  　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

                               （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                              ・適用しない

ステンレス鋼板　・　　　　　　・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

ステンレス鋼板　・　　　　　　・SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ 

表面仕上げ　    ※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・ 

・かまち戸　　　　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

　　　　　　　　　見込み寸法　※36mm　・建具表による　・　

・ふすま

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　上張り　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度　・押入等の裏側は雲花紙程度

　縁仕上　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・　

・戸ぶすま　　　　見込み寸法　※30mm　・建具表による　・　

・紙張り障子 　　 見込み寸法　※30mm　・建具表による　・　

枠、くつずりの材料　・建具表による　

　                 　・耐じん性能　　・　

11.建具用金物 ・マスターキー　※製作する(※新規　・既存にあわせる)

※シリンダー箱錠

　　※レバーハンドル　材質　※アルミニウム合金　・ステンレス　・黄銅

　　　　　　　　　　　座金　※丸座　・長座

　　・握り玉　　　　　材質　※ステンレス

　　・耐じん性能　　・　

[5.7.2～4]

・本締り錠   　（性能）　建築材料等品質性能表による

・空錠

　　※レバーハンドル　材質　※アルミニウム合金　・ステンレス　・黄銅

　　　　　　　　　　　座金　※丸座　・長座

　　・握り玉　　　　　材質　※ステンレス

・グレモン錠　　　レバーハンドルの材質　※亜鉛合金　・ステンレス

　　　　　　　　　製造所　　※図示

　・ピポットヒンジ　カバー部の材質　　　　※ステンレス　・亜鉛合金

・軸吊りヒンジ

　　　自閉装置付き　　・適用する　　・適用しない

・フロアヒンジ

　　　・Grade1　※Grade2

　　　カバー部の材質　　　　※ステンレス

・ドアクローザー

　　　・Grade1　※Grade2

　　　　材質　※アルミニウム合金

・ヒンジクローザー（丁番型）

　　　　材質　・鋼(焼付け塗装)

・ヒンジクローザー（ピボット型）

　　　　材質　・鋼(焼付け塗装)

　　　　ディレードアクション機能　　・有り　　・無し

　　　　ディレードアクション機能　　・有り　　・無し

　　　　ディレードアクション機能　　・有り　　・無し

・押棒、押板　　　　　　材質　・ステンレス　・黄銅　・合成樹脂

・アームストッパー　　　材質　・鋼(クロームめっき)　※ステンレス

・クレセント　　　　　　材質　　※建具製造所の仕様による

・排煙オペレーター(※埋込　･露出)

・ハンガーレール

金属製建具用丁番の枚数及び大きさ

金物の種類及び見え掛り部の材質等　

　※改修標準仕様書表5.7.1により適用は建具表による

　※改修標準仕様書表5.7.2による

樹脂製建具丁番の枚数及び大きさ

　※改修標準仕様書表5.7.3による

・引き戸用駆動装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.8.5による

　・種類、開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（リサイクル）　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・電源　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

・多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.8.6による

　・電源　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（リサイクル）　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　性能値　　※改修標準仕様書表5.8.6による

　・放射無線周波数電磁界耐性　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・電源　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　・防滴　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

戸の開閉方式　　※建具表による

・引き戸用検出装置

引き戸用検出装置の種類　　※光線（反射）センサー

　　　　　　　　　　　　　・熱線センサー

　　　　　　　　　　　　　・音波センサー

　　　　　　　　　　　　　・光電センサー

　　　　　　　　　　　　　・電波センサー

　　　　　　　　　　　　　・タッチセンサー

　　　　　　　　　　　　　・押しボタンスイッチ

　　　　　　　　　　　　　・多機能トイレスイッチ

凍結防止措置　　※行わない　　・行う

駆動力　　　　※電気式または電動油圧式　　　　　・（　　　　　　　　　）

電源　　　　　※単相100V（過電流保護装置付）　　・（　　　　　　　　　）

補助センサ　　※安全光線スイッチ１組　　　　　　・（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　各開閉装置毎に補助センサを設ける

13. 自閉式上吊り引戸装置

14. 重量シャッター

開閉機能による種類　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

・ 屋内用防火シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 管理用シャッター 耐風圧強度 ( ) N/㎡

耐風圧強度 ( ) N/㎡

※障害物感知装置(自動閉鎖型)

※危害防止機構

　　　　　　　　備考　　　　　 耐風圧強度    　シャッターの種類

・ 防煙シャッター

電動シャッターにおける二重チェーン、急降下制御（停止）装置等の設置個所　　※図示による

電動式シャッターにおける障害物感知装置の設置箇所　　　※図示による

屋内用防火シャッターもしくは防煙シャッターにおける危害防止機構

　　　　　　　　※改修標準仕様書5.10.2(4)(エ)(b)かつ(c)

　　適用　　　　※改修標準仕様書5.10.2(4)(エ)(a)かつ(c)

　　設置箇所　　※図示による

電動式の場合の電源　　※三相200V　0.75kw以下（過電流保護装置付）

シャッターケース　　・ 設ける　・ 設けない　

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 　

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　

15. 軽量シャッター

耐風圧強度（　　）N/㎡

スラットの材質

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

　　めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板）

　　めっき付着量（※AZ90　・　　　　　）

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

電動式の場合の危害防止機構　　※有（障害物感知装置自動閉鎖型）

電動式の場合の電源　　　　　　※単相100V（過電流保護装置付）　　・（　　　　）

16. オーバーヘッドドア

　　　による区分

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

　開閉方式

　による区分

　　収納形式

　　による区分

　　　ガイドレール

　　　の材質

・125

・100

・75

・50

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

　　 セクション材料  耐風圧 区分

開閉方式　※手動式　・上部電動式（手動併用）

電動式シャッターにおける障害物感知装置の設置箇所　　※図示による

17.ガラス

[5.12.2、3]

・フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類

　※建具表による

・型板ガラスの厚さによる種類

　※建具表による

・網入り板ガラス及び線入り板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

　※建具表による

・合わせガラス

　材料の板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びにガラスの合計厚さによる種類

　※建具表による

　形状による種類

　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス

　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

　・Ⅰ類　　　・Ⅱ－1類　　　・Ⅱ－2類　　　　・Ⅲ類

・強化ガラス

　形状による種類及び材料板ガラス種類による名称　　　　※建具表による

　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　　　・Ⅰ類　　　　・Ⅲ類

[4.6.3][表4.6.2～5]

[4.1.5][4.6.5][表4.6.6]

性能　　　※ 改修標準仕様書 表5.9.1 による　・ 　[5.9.3][表5.9.1]

　[5.10.2～4][表5.10.1]

　[5.10.2～4][表5.11.1]

[5.13.2～4]

０３

ウィナーズサークル新設工事



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称

令和 4 年 - 月 - 日

A2：

A3：

６６

（

続
き）

　　　工法 　樹種 厚さ（㎜） 間伐材等の適用

・釘留め工法

　(根太張り）

　(直張り）

・釘留め工法

・接着工法

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

・

・

・

15

・12以上

・

・

・ 塗装品

・ 塗装品

1等

1等
・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・接着工法 ・ ・

[6.11.2～7]

　　 種類 　仕上塗装　　 大きさ

・ 無塗装品

・ 無塗装品

板幅75以上

板長さ400以上

・8以上

天然木化粧複合フローリング　Ｇ

間伐材等の適用厚さ/大きさ（㎜）

※なら ・A種

・B種

※C種

・ 塗装品

※ 無塗装品

・釘留め工法

・釘留め工法

　(直張り）

・接着工法

　　工法　　 種類

　(根太張り）・

・適用する

・適用しな

　い

種別 防湿処理 　仕上塗装樹種

表6.11.2による

表6.11.4による

表6.11.6による

・　

・　

・　

・　

・　

・　

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合1種

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合2種

・複合3種

接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・　

　　　　　　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　　　　　　　　　　・生地のままﾜｯｸｽ塗り

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※ 規制対象外　・　

24. フローリング張り

下地の種類　・標準仕様書　表12.6.1による床組

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） [6.12.2]25. 畳敷き

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）　　・行わない

６

（

続
き）

伸縮調整目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　）

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（・図示　・　　　）

　施工

　箇所 　(mm) Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有 無 標準 特注 有 無
備考

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　※行わない

見本焼き　・行う　※行わない

タイルの形状、寸法等

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

施ゆう 無ゆう

壁 75角
5209
JIS A

主な用途に

よる区分JIS

形状/寸法 うわぐすり  役物 　　色 再生材

適用Ｇ

吸水率による区分
耐滑り性

[6.16.2～4]

耐凍害性

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り　

・既調合モルタル（　　　　　　　　　　　　）

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

29. タイル張り

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

のボード及び合板張り

[6.13.2～3]26. せっこうボードその他

　　　　　規格名称 　　　　　厚さ等　　　　　　　　種　類

・ 木毛系セメント板　Ｇ

・ 繊維強化セメント板　Ｇ

・ 火山性ガラス質複層板

・ 繊維板

・ パーティクルボード

・ 吸音材料

・ せっこうボード製品

吸水調整材は、改修標準仕様書4.2.2による。

　表板の樹種名　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　板面の品質　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　防虫処理　　　・行う　　　　・行わない

　厚さ　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　接着の程度　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　防虫処理　　　・行う　　　　・行わない

　厚さ　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　接着の程度　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　防虫処理　　　・行う　　　　・行わない

　化粧加工の方法（　・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　）

　表面性能　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　接着の程度　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　※アクリル系またはウレタン系シーリング材

 　　　　　　　　 ・ジョイコンパウンド(JIS A6914）

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

  ※規制対象外　・　

合板類、ＭＤＦ、パーティクルボード及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・ 

　　施工箇所 　紙  繊維 無機質 その他 　　商品名（程度）

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・不燃　・準不燃

　・不燃　・準不燃

　・不燃　・準不燃

　・不燃　・準不燃

　・不燃　・準不燃

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※RB種 　・　　

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　※RB種 　・　　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※RB種 　・　

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 　　 防火種別

[6.14.2～3]27. 壁紙張り

[6.15.3、6]

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

床目地　　　・設ける（工法※押し目地　・　　　　　　）　

　　　　　　・設けない

材料　　　　・現場調合材料　　・既調合材料（・　　　　　　　　）

28. モルタル塗り

　　　　　　・　

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）Ｇ　　

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

　・改修標仕6.15.3（3）による（目荒らし工法の場合）　　・（　　　　　　　　）

施ゆう 無ゆう

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　※行わない

見本焼き　・行う　※行わない

タイルの形状、寸法等

　施工

　箇所

 役物

有 無
備考

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 　・　　・　

　(mm) Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 特注標準

　　色

無

主な用途に 形状/寸法 吸水率による区分 うわぐすり

適用Ｇ

再生材

有よる区分JIS
耐滑り性

耐凍害性

・接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

[6.17.2～3]種類　・せっこう系　・セメント系

              材塗り

30. セルフレベリング

標準塗厚(mm)　・ 

　高さ（㎜）

・

・120 ・5000

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・

適用地震時水平力　　　１階及び地階　　　　　※ 0.6G以上

　　　　　　　　　　　中間階（　～　階）　　※ 0.6G以上　　・1.0G以上

　　　　　　　　　　　最上階（　　　階）　　※ 1.0G以上

帯電防止床タイル　　・置敷タイプ　　・パネル一体タイプ

　　　　　　　　　　（パネル一体タイプ以外の仕上げ材は別途内装工事とする）

寸法精度

　厚さ　±0.5mm

　平坦度　パネル周辺部　1.0mm以下

　　　　　図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0mm以下

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書19章による。

床パネルの材質　　　　 ※ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ製、ｽﾁｰﾙ製又は複合材等

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製（仕上げ：　　　　）　・　

スロープ及びボーダー　※製造所の仕様による　・図示

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※50％以上　・20～30％ ・　

　配線取り出し開口　・パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

　　　　　　　　　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　・あり（形式、施工箇所：図示）

（性能・試験方法）

　　　　　　　　　　　　※適用しない　

　ローリングロード試験

(20.2.2)

　ローリングロード性能　・適用する　　　適用室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 施工箇所 　 寸法（㎜） 所定荷重（N）　 表面仕上げ材 　　備考

・450角以上

・600角以下

・100 ・3000

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ・

31. フリーアクセスフロア

　※標準仕様書20.2.2(2)(オ)a～bによる　・　

　　残留変形3.0mm以下であること

　　所定荷重1,000N（5,000Nの積載荷重は1,000N以上（任意））による繰り返し試験後、

 　（パネル面に目視による著しいわだち及び損傷がないこと。かつ、使用上有害ながたつきがないこと）

・２重床用複合アウトレット用開口

  適用室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　開口の数　　フロア面積8㎡につき１ヶ所かつ予備開口を14㎡につき１ヶ所

　　開口の大きさ

　　　コンセント（電源）：2P15A接地極付×２

　　　情報用モデュラージャック（電話）：8極8芯×１

　　　の入ったアウトレットが納まる大きさ

　　取付方法　　フリーアクセスフロア製造所の仕様とする

ガラス留め材　　※ガスケット　　・シーリング

スタッド

 厚さ

（㎜）

　備考
総厚さ

（㎜）

　防火

　性能

・ スタッド式(内蔵）

・ スタッド式(露出）

・ パネル式

・ スタッドパネル式

　以上

・

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・壁紙張り

中心周波数500HZの音についての透過損失（dB）

　　・36未満　　　・36以上

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし

　　　　　表面仕上材

 材質

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

(20.2.3)

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　

 パネル表面仕上げ

・鋼板

・

　構成基材の種類

・不燃

　パネル

　　　構造形式

・0.5 ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

６

（

続
き）

32. 可動間仕切

　　　表面仕上材

  材質

　圧縮装置の

　操作方法

　総厚さ

　（㎜）

　遮音性

（db/500Hz）
　操作方法

・ 平行方向 移動式

・ 二方向 移動式

・手動式

・電動式

・部分電動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・

・100程度

・鋼板

・ ・壁紙張り

・

・36未満

・36以上

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする 　

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強する。

　・図示

移動間仕切の壁面当たり枠　　　　※適用する（製造所の仕様による）　・　

(20.2.4)

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　

パネル表面仕上げ
　　　構造形式

・60程度 ・焼付塗装

33. 移動間仕切

ランナー

　パネル重量の5倍の荷重をパネル1枚に使用するランナー数で除した値に対して、

　耐力及び変形量が使用上支障がないものとする

　　脚部

　　形状 　　形状 　　　　　材質

　　　　　ドアエッジ、形状

・ ポリエステル樹脂系化粧板

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 表面材と同材

・柄物

※幅木タイプ

・ ・Ｒ

吊り方式　　※中心吊、戸当たり付　　・（　　　　　　　　）

(20.2.5)

　　　　　表面材の種類 　色柄

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　

34. トイレブース

　　施工箇所 　　　寸法（㎜） 　　厚さ（㎜）

屋内

屋外

・塩化ビニル製 ※300×300・　

※300×300・　

※300×300・　

※300×300・　

※300×300・　

・7.0　・　

(11.2.2)(19.2.2)

　　　　　　　　種類

・樹脂系点字鋲（タイルカーペット用）

樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みホック式または接着式

・

単層フローリング　Ｇ

・セラミックタイル　Ｇ

・セラミックタイル　Ｇ

・レジンコンクリート製

・レジンコンクリート製

・　 ・

※17程度

※17程度

・30　 ・　

・30　 ・　

視覚障碍者用ブロック等の突起の形状およびその配列は JIS T 9251 による

　　　寸法　　・300角　　・500角

　　　色　　　※黄色 　　・　

35. 視覚障害者用床タイル

 幅（㎜） 　　取付け工法 　　　　端部フラットエンド

　樹脂製ゴムタイヤ入り

※接着工法

・埋込み工法

・なし

・ ・ステンレス製

　　－

床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる

　　　　　　径

・１段

※２段

・35φ　　※45φ　　・　

※35φ　　・　

※タモ

・

※CL

・

　　　　　　径 　　　　ブラケット

・Ｏ型（１段）

・Ｏ型（２段）

※40φ　　・　

※34φ　　・　

指づめ防止材共アルミ合金製（心材共）

・集成材手すり

・既製手すり（樹脂製）

点字表示板　(　　　　　)箇所

　　　JIS T 0921に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による

　　　　※ポリカボネード製　　大きさ　120×150程度　厚み　0.1程度

　　　　・塩ビ製　　　　　　　大きさ　100×125程度　厚み　0.1程

(20.2.6)

　形式  操作方法 　　　種類 ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙの材種

・横型

・縦型

・手動

・電動

・電動

・手動

・コード式

・操作棒式

　　－

　　－

※アルミニウム

　合金製

・

・クロススラット

・

※25

・

・80

・100

※鋼製

・

・図示

・図示

・

・

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

　(20.2.12)・再利用する　　・新設する

※2本操作コード式

・1本操作コード式

ｽﾗｯﾄ幅(㎜)

(20.2.7)

　　　　　材質

　　 形式

　　 形式

　　　　　材種 　　　　　 仕上

　　　　　 備考

　 ｽﾗｯﾄの材種  寸法・取付箇所

※アルミスラット ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・

　　※ステンレス製　□型(幅40程度　ア1.5)　　

　　・ステンレス製 6×12　　　・黄銅製 6×12　　

36. 階段滑り止め

37. 床目地棒

38. 手すり

39. ブラインド

　　　　ひだの種類　　　　　形式   開閉操作 商品名（程度） 取付箇所 　備考

・シングル

・シングル

・ダブル

・ダブル

・引分け

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・電動

・ひも引き

・手引き

・フランスひだ

・フランスひだ

・箱ひだ、つまひだ

・箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

・プレーンひだ、片ひだ

・図示

・図示

・

・

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

(20.2.14)

　(20.2.14)

形式　　　　　　　　・シングル　　　　・ダブル

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　・ 

強さによる区分　　　※10-90　　　　 ・ 

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　・ 

・再利用する　　・新設する

・再利用する　　・新設する

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する製品

については　Ｇ とする

                    ・片引き　　　　　・引分け

・片引き

・片引き

40. カーテン

41. カーテンレール

（

続
き）

溝型×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示

         ・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

  （壁ﾎﾞｰﾄﾞ出隅保護金物）

施工箇所　※図示

施工箇所　※仕上表による　・(                 )

　　外枠 　　内枠

・ ・600×600

・ ・気密型

・目地タイプ ・目地タイプ

・屋内外用

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

・再利用する　　・新設する

及び  カーテンボックス

　・図示

　　　材種 　　　　形式　　 寸法

材質　 　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

  　　　 ※アルミニウム製　押出し型材（市販品）

           種別（標準仕様書表14.2.1）

           色合い 

           　　・標準色（　　　　）　　・特注色（　　　　）

           　　・BC-1　　　　　　　　　・BC-2

材質　　　※アルミニウム押出形材差込型　・(　　　　　　　　　)

 　　 　　※シルバー　　・焼付　　・(                )

材質　　　※アルミニウム押出形材　　　・塩化ビニル製

※アルミニウム製 ※450×450

42. ブラインドボックス

43. コーナービード

44. 天井見切縁

45. 天井点検口

　　　　　形式       備考

・450×450 ・屋内外用

　　　材種 　　 寸法

46. 床点検口

・

・密閉型

・結露防止型

（底板）

※鋼製

（枠）

※アルミニウム製

（目地）

・鍵付き

※600×600

※ステンレス製

※一般型

※屋内用 ※鍵なし

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

仕上塗材の種類

・薄付け仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

　　　呼び名 　防火材料 　　　　　　　仕上の形状等

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

・砂壁状

・平たん状

　　  種類

47. 仕上塗材仕上げ

塗
装
改
修
工
事

７ 1. 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　）

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　※規制対象外　・　

3. 錆止め塗料塗り

2. 下地調整 塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※塗替え面積の30％　・図示　

下地調整

木部

　ひび割れ部の補修

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

ＡＬＣパネル面

コンクリート面（DP以外）、

コンクリート面（DP）、

モルタル面、プラスター面

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

・　

標準仕様書(18.2.1)

素地ごしらえによる

・

　―

・行う

・行う

・行う

・行わない

・行わない

・行わない

錆止め塗料塗りの種別

　　　　　　　　　　　塗装面

鉄鋼面

亜鉛めっき面

EP-G

EP-G

EP-G以外

EP-G以外

塗替え

塗替え

塗替え

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

新規見え隠れ

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

Ｃ種

Ｃ種

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

[7.1.3]

[7.2.2～7]

[7.3.2～3]

　　　　　下地面の種類
　　　 塗替え 　　　 新規

　　　　　　 下地調整の種別

　　　 塗料 　　　　 工程

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

・普通合板　Ｇ

　化粧板の樹種名（　　　　　　　　　　　　　　　）

・天然木化粧合板　Ｇ

・特殊加工化粧合板　Ｇ

※ メラミン樹脂系化粧板 ※無地 ※標準

※ステンレス製(SUS304) ※約35 ※あり ※ビニル製

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合　Ｇ　とする

材　種　※ アルミニウム製　　・ ステンレス製

※ギヤ式

※一般型

※屋内用

※額縁タイプ ※額縁タイプ

(15.6.2)

０４

特記仕様書（建築改修）その４

ウィナーズサークル新設工事



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称

令和 4 年 - 月 - 日

A2：

A3：

（

続
き）

4. 塗装

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面　　塗料の種類

　　　※１種　・２種

・クリヤラッカー塗り(CL)

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

　　　塗替え 　　　　新規
　　　塗装の種類

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

屋内の木部

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

※B種　・　

※B種　・　

※A種　・　

※B種　・　

・

・

・ ・

　　― 　　―

※B種　・　

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種 ※B種　・A種

※B種　・　

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

A種

A種

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・A種

※A種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

・つや有合成樹脂エマルシ

ョンペイント塗り(EP-G)

塗り　(SOP)

・合成樹脂調合ペイント

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

　　　　上塗り等級（　　）級

　　     　塗装面
　　　　　　　　 工程

・オイルステイン塗り(OS)

・木材保護塗料塗り(WP)

　　―

※B種　・A種 ※B種　・A種

　　(下塗材)　水性　浸透性吸水防止材

　　(上塗材)　・ 水性フッ素樹脂クリアー

　　　  　　　・ 水性フッ素樹脂カラークリアー

・アルミニウム

・ステンレス

・亜鉛メッキ鋼板

・フッ素樹脂

・フッ素樹脂

・フッ素樹脂

・ウレタン樹脂

・ウレタン樹脂

・ウレタン樹脂

・アクリル樹脂

・アクリル樹脂

・アクリル樹脂

・ソリッド

・ソリッド

・ソリッド

・メタリック

・メタリック

・メタリック

6. 焼付塗装

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

打放しコンクリート面保護工法

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ

面）の塗替えの場合のしみ止め

　　 素　　材 　　 焼付種別 　　　仕上げ 　 コート 　 ベーク 　 部位

８ 耐震改修工事 特記仕様書（耐震関係による）

5. フッ素樹脂塗装

７

（

続
き）

（

続
き）

９ ９

（

続
き）

９

９

環
境
配
慮
改
修
工
事

石綿作業主任者

　　石綿作業主任者技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した者の

うちから選任する。

特別管理産業廃棄物管理責任者

分析によるアスベスト含有調査の適用規格（・JIS A 1481-2　・JIS A 1481-3)

1. 石綿含有建材の除去等

　石綿含有吹付け材及び保温材について排出事業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を

有する者を選定し管理させる

官公署その他への手続き

　　改修標準仕様書1.1.3によるほか、次の必要な手続きを行う。

　　　(1)建築物解体等作業届(所管労働基準監督署)

　　　(2)特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書(都道府県知事又は市長)

洗浄設備

　　(1)洗眼、うがいの設備を設ける。

　　(2)更衣設備等を設ける

表示・掲示

作業場の養生

　　・処理場所をプラスチックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。

　　・全面養生(床及び壁)　対象室(　　　、　　　、　　　)

　　・部分養生(床及び壁の対象部位＋1m)　対象室(上記全面養生室以外)

　　・処理場所付近をビニルシート等の適切な方法にて養生を行う

アスベスト含有保温材等の除去については、改修標準仕様書9.1.3による。

 　・　

石綿粉じん濃度の測定方法は改修標準仕様書9.1.1による

専門測定機関は、改修標準仕様書 9.1.1による

報告書の作成は、改修標準仕様書 9.1.1による

　　改修標準仕様書9.1.2(6)による表示・掲示を行う。

[9.1.1]施工調査

※石綿含有建材の事前調査

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け材、成形板、

建築材料等の使用の有無について調査する。

調査範囲（　※改修対象部位　　・図示　　　　）

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・スレート波板

・スレートフレキシブル板

・スレート平板

・スレート軟質板

・住宅用屋根スレート

・サイディング

・押出成型セメント板

・ロックウール吸音板

・ケイ酸カルシウム板

・スラグ入石こうボード

・石綿セメント板

・化粧けい酸カルシウム板

・石綿セメント円筒

・

・ビニル床タイル

・ビニル床シート

・ビニル幅木

・無機質系壁紙

・

・

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象アスベスト成形板の種類

一般事項

・分析による石綿含有建材の調査

　分析対象

　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　分析方法

定性分析 定量分析

JIS A 1481-1 または JIS A 1481-2 JIS A 1481-3 または JIS A 1481-4
         材 料 名

・ 

・ 

・ 

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

採取場所　　・図示　　　　・　

・石綿粉じん濃度測定 [9.1.1]

　測定時期、場所及び測定点

　 ・ 測定６ 処理作業室外

・施工区画周辺　　・敷地境界

測定名称 　　 測定時期　適用     　　　　測定場所

　 ・ 測定１ 処理作業前 処理作業室内

　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

測定２ 調査対象室外部の付近

測定３ 処理作業中 処理作業室内

測定４ セキュリティゾーン入口

測定５ 集じん・排気装置の排出口

（処理作業室外の場合）

　 ・ 

・施工区画周辺　　・敷地境界

測定７ 処理作業後 処理作業室内

（シート養生中）

処理作業室内測定８ 処理作業後シート

測定９ 撤去後1週間以降 調査対象外部の付近

　 ・ 

　 ・ 

・JIS K 3850-1 に基づいた測定 [9.1.1]

計　　点

　　　測定箇所数

　（各施工箇所ごと）

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

出口吹き出し風速

1m/s以下の位置

計　　点

計　　点

計　　点

　　　　測定名称
　　　試料の吸引

　　　時間（min）

　メンブレンフィルタ

　　　直径（mm）

　　　試料の吸引

　　 流量（L/min）

・測定4　　・　

・測定5　

　25 　30

・測定

・ 

　47 　10

　5

　120

・測定 　47 　10

・ 

　240

・測定

・ 

・自動測定器による測定

・測定5　

　5

　　　 測定名称 　　　　　　　　　　　　　　　測定方法

・測定4　

繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファイバーモニター）等の粉じんを迅速

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、

測定できる機器を用いた測定

2. 石綿含有建材の処理 石綿含有建材の処理

・石綿含有吹付け材の除去

　　除去対象範囲　　　※図示

　　除去工法　　　　　※［9.1.3］（2）（ｱ）による

　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　　　※湿潤化　　・固形化

　　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　除去対象範囲　　　※図示

・石綿含有保温材の除去

　　除去工法　　　　　・破砕して除去　　・手ばらし

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置　　　※湿潤化　　・固形化

　　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　除去した石綿含有保温材等の処分

処理を行う石綿含有保温材等の仕様等

　　　　　材料名 　　　　　厚さ（mm） 　　　　処理を行う範囲

・石綿含有保温材 ※図示　　　・　・

※図示　　　・　・

※図示　　　・　・

・石綿含有耐火被覆板

・石綿含有断熱材

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　除去対象範囲　　　※図示

・石綿含有成形板の除去

　　除去した石綿含有成形板等の処分

　　　　※埋立処分（管理型最終処分）

　　　・石綿含有せっこうボード

　　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　・図示　　・　

フェノールフォームのホルムアルデヒドの放散量

　　　※規制対象外品　　・第三種品

発泡剤の種類 　　　　　厚さ

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

・保温板3種b（接地部分）

※25　・（　　）

・（　　）

[9.3.2][9.5.2]

　　　　　 　材種 　　　　 種類

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 ・保温板2種b（一般部）

　　　　　 　種類 　　　　　備考　　　　　　　防火性能

・　

・　

・　

・　

外装材

・打込み断熱材

既存外壁の処置

　　既存外壁の仕上材の撤去　　・行う

　　下地面の清掃　　　　　　　・行う

　　下地面欠損部の改修工法(　　　　　　　　　　　　　　)

[9.3.3]

工法

　不陸等の下地調整

　断熱材の施工

　通気層　　・有　(厚さ　　　　　　　)　　・無　

　外装材の外壁への取付け　　・　

　外装材の施工

[9.3.4]

3. 断熱材　Ｇ

・断熱材現場発泡工法

種類の区分 吹付け厚さ（mm） 施工箇所

・25

・

※　窓廻り等の断熱材補修部分、ルーフドレン廻りの

　　床版下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

・　図示による

・A種1

・A種1H

・A種2

・A種2H

・A種3

・B種

[9.5.3]

・

・

・

・

・断熱材後張り工法

種類 施工箇所

・

厚さ（mm）

・　・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

・ポリエチレンフォーム

・フェノールフォーム

・　

・

・

・

・

[9.5.4]

既存保護層の撤去　　・行う　・行わない

　　建築材料等品質性能表による

（品質・性能・試験方法）

支柱　・設置する　（種類　・図示　・　　　）

かん水装置　・設置する（種類　・　　　　・　　　　）

新植した芝及び地被類の枯補償の期間　　※引き渡しの日から1年　

路床安定処理

　舗装改修工事

適用範囲：歩道

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　　　・　

路床

　路床の材料

　　　種別 　　　　厚さ（㎜）

・盛土

・遮断層

・凍土抑制層

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土　Ｇ

・

・

・図示

・図示

・図示

・

・

・

・フィルター層 ・砂

・

・図示

・

[9.7.2、3、5～9]

　　　　　　　　　　　　材料

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10%以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10%以下）

・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ Ｇ ・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ・切込み砂利

　　・添加材料による安定処理

5. 透水性アスファルト

　　　添加量　　　　kg/ｍ （目標CBR　・５以上　・　　　　）

　　・ジオテキスタイル

　　　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　・　

　　　厚さ(mm)　 　　・0.5～1.0　　　 ・　

　　　引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・　

　　　透水係数　　　　・1.5×10 cm/sec以上　　　　 ・　

試験

　　砂の粒度試験　　　・行う　・行わない

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・行う　・行わない

　　路床締固め度の試験　　・行う　・行わない

路盤

　　路盤の構成及び厚さ　　・図示　・　

　　路盤材料　※再生材のクラッシャラン　Ｇ

　　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ

　　　　　　　・図示

舗装

　　　　　　　　　　　材料 　　　　　　　　　厚さ（㎜）

ストレートアスファルト

試験

　　舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　・　

・図示　　・30

　　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　※行う　　・行わない

　区分 　　　　　材料 　　　　厚さ（㎜）

表層

基層

・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・

・

・

・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙ

・図示

・図示

・

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　・　

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　※行う　・行わない

舗装　Ｇ

・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等
(密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物)

・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ　Ｇ

　　　　　　　種類

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型 ・40

路盤材料　・砕石　C-40

　　　　　※再生クラッシャラン　Ｇ　RC-40

　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ　CS-40

路盤の構成及び厚さ　・図示　・　 (22.2.2～5)(表22.3.1)

　　　　　・図示

試験

　路盤締固め度の試験　　※行う　　　・行わない

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・ 

材料

　骨材　　　　　・道路用砕石

  アスファルト ※ 再生アスファルト　Ｇ　　・ ストレートアスファルト

　　　　　　　　※アスファルトコンクリート再生骨材　Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

　　　　　　　　　　　種類

・細粒度アスファルト混合物(13)

　粗粒度アスファルト混合物(20)

表層

基層

・一般地域

　一般地域

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

　　 区分 　　　　　地域

・密粒度アスファルト混合物(13)

・サンプリングの採取(１次分析用)

・サンプリングの採取(２次分析用)

　　　現場においてサンプルを採取する

　　　　採取箇所　　　※外壁目地　　・図示　　・(　　　　　)

　　　　採取箇所　　　※外壁目地　　・図示　　・(　　　　　)

　　　　採取箇所数　　※部材が異なる毎に１箇所　　・(　　)箇所

　　　　採取箇所数　　※部材が異なる毎に１箇所　　・(　　)箇所

　　・現場においてサンプルを採取する

　　・発注者より貸与する

　　　　分析個数　　　・(　　)箇所

建築物解体仕様書[5.4.4]

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　　・　

　　　　　専門分析機関にサンプルを送付しPCB含有分析を行うこと。

・施工調査等

　　　調査範囲　　　※図示　　　・(　　　　　)

　　　　処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査を行うこと

　　　　　シーリング使用部位の確認

　　　　　シーリング長さの確認

　　　　　施工範囲と工事管理区分の確認

　　　　　仮設計画

　　　　　廃棄物等の搬出方法

・除去処理工事

　　　　1)工事に先立ち施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

　　　　2)シーリング材の散逸防止として、床面、開口部、換気口等に養生を行い、作業区域からの飛散防

          止措置をとること。

　　　　3)作業員は保護マスク及び保護手袋を着用すること。

　　　　4)シーリング材はカッターナイフ等を用い、下地が露出するまで極力切除する。

　1)採取作業はシーリング等が散逸することのないよう注意して行う

　3)カッターナイフの刃は、1つのサンプルを採取する毎に新しい部分に換えること。

　4)シーリング材を切除した部分は必要に応じて補修すること。補修材料は特記仕様書による。

　5)皮膚との接触等を避けるため保護手袋及び保護マスクを着用する。

　6)休憩時及び作業終了後には必ず手洗いを行う。

　　　・1次分析(シーリング種類の調査)

　　　　　「シーリング材種判定及びPCB含有分析の要否判定依頼書」を作成し、採取した

　　　　　サンプルと併せて日本シーリング材工業会に送付し、分析を行うこと。

　　　・2次分析(PCB含有率調査)

　2)シーリング材は目地に打設されている形状のまま5cm程度をカッタ－ナイフで切断し、ただちにポリエ

    チレン製の密封袋に保管し、No.及び採取場所を記入する。サンプルは1袋に1つずつ入れること。

　7)作業後は周囲を清掃し、散逸物を回収する。回収物はサンプリング残渣とその他のごみに分別し、

・サンプルの分析

    サンプリング残渣と同様にポリエチレン製の密封袋に入れる。

　　PCBを含有したシーリング材の処理は次によるほか、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45年

    法律137号)」並びに「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法(平成13年法

    律第65号)」により適切に行うこと。

　　　　5)除去工事終了後、シーリング材及び散逸物を回収しポリエチレン製の密閉袋に入れ保管容器に入

　　　　7)工事着工後、設計図書によりがたい場合、又は不測の事象が発生した場合は監督職員と協議する。

　　　　6)除去及び回収状況について監督職員の検査を受けること。

          れること。保管容器の形状、材質等は保管量、保管場所を考慮し、監督職員の承諾を得たものと

         する。

 

電
 
気
 配
 管
 
配
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別表－１　　設備工事との工事区分表 ○印は本工事範囲とする

　　　　　　　　　　　　　　工　　事　　内　　容  本　工　事 機械設備工事電気設備工事

屋外

屋上

屋内

避雷針の基礎

特記した基礎

テレビアンテナ基礎

配電盤・制御盤の基礎

屋内設備

屋上設備(架台、アンカーボルトを除く）

屋外設備(　　　　　　〃　　　　　　）

架台・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

特記した基礎

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの（アウトレットボックスは除く）

補強を要するもの

補強を要しないもの

電　気　関　係

機　械　関　係

機　器　の　基　礎

梁、床、壁

貫通スリーブ

梁、床、壁

貫通部型枠

壁・天井ﾎﾞｰﾄﾞ類

埋込形分電盤、

端子盤等の型枠

上記開口部の墨出し

開　　　口　　　部

上記開口部の補強

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

OA フロアー配線器具用

点　　　検　　　口 床、壁、天井

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

オイルサービスタンクの防油堤、タンク基礎

外 部 取 付 ガラリ

防　　油　　堤

床下水槽のマンホールふた

ガス漏れ検知器

消火栓組込み機器収納箱内配線整理用端子板

湯沸室の排気フード

換　　　気　　　扇
本体

取付枠

本体（排水トラップ共）

水栓
流　　　し　　　台

浴　　　　　　　槽

身障者用便所手摺り

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチ等との渡り配線

機器と付属操作スイッチ等との渡り配管

機器と付属操作スイッチ

機器と付属操作スイッチの埋込ボックス

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排煙口に至る配管配線

小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

自動ドア及び電動シャッタなどの制御部への電源供給

自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

電極棒

配線ピット及びふた

別途機器などへの接続

ボード・Ｔバー

照明ライン設備プレート

空調ライン設備プレート

電気錠及び通電金具

テンキー及び制御盤

システム天井

電気錠

浄化槽

杭工事

土工事

基礎工事

電気工事

水道リモートメーターの配線

水道リモートメーターの配線の結線と調査

類の切込

軽量鉄骨下地

　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　※図示　・　

植栽基盤及び材料 [9.6.1,2,3]

　　屋上緑化軽量システム　　・適用する　・適用しない

4. 屋上緑化改修工事　Ｇ

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※図示　　・　

建設省告示第1458号による風圧力に対応した固定方法　・　

・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用する

　　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

　　　　　　　・高炉セメントB種　Ｇ　　　　　　　　・　

シールコートの乳剤の種類　 ・PK-1　・PK-2

6. 排水性アスファルト

7. 路盤

8. アスファルト舗装

9. PCB含有シーリング材

[7.4.1～7.14.2]

　　　　・埋立処分（安定型最終処分）

０５

ウィナーズサークル新設工事

特記仕様書（建築改修）その５



工事名称 図面番号縮　尺(有)白濱建築設計事務所

白濱 宗德1級建築士 登録番号 第341277号 Ｄ
／

図面名称 A3：71％縮小

令和 4 年 - 月 - 日

工事場所

A2：1/800

付近見取図・配置図

付近見取図

道路

下見所

入場口

渡り廊下

客溜ホール

コース

公園

客溜ホール
渡り廊下

1 2 3 4

道路

5 6 7 8 9 10
倉庫

11

12

13

14

15

16

17

18

総合事務所 スタンド
スタンド 屋外便所

クーリングタワー LGP
ｹﾞｰﾄｹﾞｰﾄ

渡り廊下

騎手控室 新聞販売所

馬路

採尿所

車庫

駐車場

馬路

E

S
W

N

配置図　1/800

０６

ウィナーズサークル新設工事

工事範囲を示す



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

±0

－30

＋625＋420

＋612

＋976

＋677

＋1,203

＋1,110

＋935

＋970

＋715

＋387

＋1,125

＋55

－22

＋935

＋39

電

CVCF

CVCF

支線

切株

電柱

＋251

＋179 －6＋164

＋274
＋145＋147

＋151＋159

－351

－391

＋484

＋150

＋1,018 ＋1,190

＋75

＋50

－37

＋1,110

＋823

＋543
砂敷

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

野芝張

水路

＋10 ＋5

砂敷

馬　道

野芝張

＋1,218

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

CVCF

人工芝張

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物）
人工芝張

＋1,045

A2：1/100

4

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ（ｷｬｽﾀｰ付き）W=6.0ｍ×H=1.8ｍ

仮設計画図

仮
囲
い
　
2
9
.
0
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

仮
囲
い
　
23
.0
ｍ

仮設計画図　　１／１００

指定仮設

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｪﾝｽ 7.0ｍ

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
 
6
.
0
ｍ

　　　　　　　クロスゲート　Ｈ＝１,８００　Ｗ＝６,０００　１ヶ所

０７

ウィナーズサークル新設工事

仮
囲
い

　
1
.
1
ｍ

　　　　　　　仮囲い　：　プラスチックフェンス　Ｈ＝１，０００　Ｌ＝３０．７ｍ

　　　　　　　仮囲い　：　成形鋼板　Ｈ＝２，０００　Ｌ＝５３．１ｍ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｪﾝｽ 17.7ｍ



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

±0

－30

＋625＋420

＋612

＋976

＋677

＋1,203

＋1,110

＋935

＋970

＋715

＋387

＋1,125

＋55

－22

＋935

＋39

電

CVCF

CVCF

支線

切株

電柱

＋251

＋179 －6＋164

＋274
＋145＋147

＋151＋159

－351

－391

＋484

＋150

＋1,018 ＋1,190

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

＋75

＋50

－37

＋1,110

６ ６

５

４

３

２

１１

２

＋823

＋543

既存 馬道周辺 平面配置図　　１／１００
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野芝張

＋1,218
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Ａ
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3
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3

3

4
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5

5 6

11

12

13

18

14

15

16

17

伐 採 ・ 撤 去 樹 木 一 覧 表

幹廻り 本数 備考

1

3

1

高さ枝張り

ｶｲｽﾞｶｲﾌﾞｷ

ｶｲｽﾞｶｲﾌﾞｷ

樹木名番号

1

2

3

5

4

6

7

8

9

10

11

12

13

0.8ｍ 3.0ｍ 5.0ｍｷﾘ

ｱｼﾞｻｲ 1.2ｍφ1.2ｍ

φ0.8ｍ 0.7ｍﾂﾂｼﾞ

ﾂﾂｼﾞ 0.9ｍφ0.7ｍ

1

1

2.7ｍ

3.2ｍ

4.4ｍ2

13.2ｍ2

φ1.0ｍ 2.1ｍ

1

1φ1.6ｍ 2.4ｍ

4.4ｍ2 2.8ｍ 内3.0ｍ2を伐採･処分

ｽﾗｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ式 馬柵（FRP製） H=1,200馬柵（FRP製） H=1,200

U字側溝 W=180

U字側溝 W=300

U字側溝 W=300

U字側溝 W=460

排水溜桝

CB
壁

14

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ
板
位
置

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

15

1

1

1.8ｍ

1.8ｍ

13.6ｍ2

3.1ｍ2

ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ製

手
摺

　
H
=
1
,2
0
0

CVCF

C
B
壁

解
体
・
撤
去

解体・撤去

解体・撤去
旧表彰台通路
人工芝張

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物）
人工芝張

解体・撤去

解
体
・
撤
去

ｽﾁ
ｰﾙ
製
手
摺
　
H=
1,
20
0

解
体
・
撤
去

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 縁

石
 W
=1
20
×
H=
15
0

＋1,045

解
体
・

撤
去

ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ 
縁

石
 
W=
12
0
×
H
=
1
50

ｽﾁｰﾙ製手摺　H=1,200
解体・撤去

解
体
・
撤

去
U
字
側
溝
 
W
=
18
0

解
体

・
撤
去

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
擁
壁
＋
 
C
B
壁
 
H
=
1,
2
0
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

2
,
0
0
0

1
,
3
0
3

5
,
4
6
7

2
5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰﾄ
擁

壁
＋

 ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾌｪ
ﾝ
ｽ
 H
=
1,
20
0

解
体
・
撤
去

馬
柵

（
FR
P
製
）

 H
=
1
,1
0
0

ﾈｯ
ﾄ
ﾌｪ
ﾝ
ｽ
 
H=
1
,
20
0

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
擁
壁
 
解
体
・
撤
去

馬
柵
（
F
R
P製

）
 
H
=
1,
1
0
0 
解
体
・
撤
去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ｱ
ｽﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ 
ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ入

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
 ｶ
ｯﾀ
ｰ入

・・・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去範囲を示す

３

４

５

基礎 W=180×L=600×H=250
ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 

8,245

基礎 W=180×L=600×H=250
ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 

ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 
基礎 W=180×L=400×H=250

・・・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 解体・撤去範囲を示す
厚120

A2：1/100

既存馬道周辺平面配置図 4

ｶｯﾀｰ入

ｶｯﾀｰ入

０８

ウィナーズサークル新設工事

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

4



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

１　～　１　断面図　　１／１００

２　～　２　断面図　　１／１００

３　～　３　断面図　　１／１００

４　～　４　断面図　　１／１００

５　～　５　断面図　　１／１００

６　～　６　断面図　　１／１００
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0
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2
2
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4
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0

8
2
3

5
4
3

5
5
1 1
,
2
5
3

5
8
0

200

300

620 185

300

1
,
2
0
0

8,245

5,060

1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

3
9
1

1
,
2
0
0

水路

馬道

馬道

馬道

馬道

馬道

馬道

1
,
2
0
0

2
0
5

1
,
0
4
5
6
5

1
,
0
1
8

1
,
2
0
0

1
7
2

CB壁 H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

U字側溝 W=180 解体・撤去

U字側溝 W=180 解体・撤去

U字側溝 W=180 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

馬柵（FRP製） H=1,100 解体・撤去

馬柵（FRP製） H=1,100 解体・撤去

7
8
0

1
5
0

1
3
0

450
1
2
0

14,470

≒4,520

≒4,520

≒4,520

※

U字側溝 W=180 解体・撤去

9
5
5

1,300

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

2
5
02
0
0

4
0
0

2
5
02
0
0

4
0
0

U字側溝 W=180 解体・撤去

8,305

2
0
0

2
50

4
0
0

450

2
5
020

0

1,800

4
0
0

2
502
0
0

1,800

4
0
0

1,800

1,800

1,800

巾止D10＠900

60

40

D13＠300
60

6
0

D13＠300 D13＠300

2
,
4
00

1
,
60
0

D13＠300

D13＠300D13＠300

1,200

D13＠300 D13＠300

D13＠300

D13＠300

D13＠300

1,200
1,800

配筋図 前壁配筋図

底版配筋図

上
 面

下
 面

前 面 背 面

擁壁参考図　1/50

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物委）人口芝張 解体・撤去

D-10 @200（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ入

れ

ｶ
ｯﾀ
ｰ
入
れ

ｶ
ｯ
ﾀｰ
入

れ
ｶ
ｯ
ﾀｰ
入
れ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 解体・撤去

ｶｯ
ﾀ
ｰ
入
れ

※

既存馬道周辺断面図－１

A2：1/100

4

ｶｯﾀｰ入れ

０９

ウィナーズサークル新設工事

・・・切り土・根切り　範囲を示す

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

馬柵（FRP製） H=1,100 解体・撤去
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3
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A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

Ａ　～　Ａ　断面図　　１／１００

Ｂ　～　Ｂ　断面図　　１／１００

Ｃ　～　Ｃ　断面図　　１／１００

Ｄ　～　Ｄ　断面図　　１／１００

Ｅ　～　Ｅ　断面図　　１／１００

Ｆ　～　Ｆ　断面図　　１／１００
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3,600

3
8
7

1
,
2
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0

1
,
2
0
0

1
5
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1
,
9
5
0

8
0

1
,
9
5
0

1
,
20
0

1
,
1
8
5

1
,2
0
0

1
,
1
5
0

1,830 1,860 1,880 1,880

14,920

1,890 1,880 1,880 1,820

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

3
9
1

8
5
0

200 900 200

1
7
9

水路

馬道

馬道

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

水路

水路

水路

水路

水路

25,460

1,303 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,900 1,900 2,000 5,467

400 970 450

550 4,130 4,130 4,130 4,130 4,130 550

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,8001,800 1,800
1,850

1
5
0

1
,
1
8
5

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

2,330

1,830

馬柵（FRP製） H=1,100 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 解体・撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去 CB壁 H=1,200 解体・撤去

ｶ
ｯﾀ
ｰ
入

れ

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物委）人口芝張 解体・撤去

旧表彰台通路　人口芝張 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 解体・撤去

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物委）人口芝張 解体・撤去

旧表彰台通路　人口芝張 解体・撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 W=120×H=150 解体・撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200 解体・撤去

CB壁 H=1,200 解体・撤去
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200 解体・撤去

A2：1/100

4既存馬道周辺断面図－２

ｶ
ｯﾀ
ｰ
入
れ

１０

ウィナーズサークル新設工事

・・・切り土・根切り　範囲を示す



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

±0

＋612

＋976

＋1,110

＋935

＋1,125

＋55

－22

＋5

支線

切株

電柱

＋251

＋179 －6＋164

－351

－391

＋75

＋50

－37

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

１

砂敷

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

野芝張

馬　道
砂敷

水路

＋1,045

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

＋1,018

＋420

＋900

＋300

＋300

＋300

＋300

－30

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ
板
位
置

＋10

＋300 ±0

＋151

±0

2
0
0

4
,
0
0
0

1
,
9
5
0

2
0
0

2
0
0

＋300
＋450

既存ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

5,
00

0

5,000

＋39

既存ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ跡 埋め戻し（砂入）

既存

既存

既存

既
存
側
溝
へ

放
流

既
存

 
F
R
P
製
馬

柵

Ｕ字側溝 W=240

4

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾌ
ﾟ
ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄ
ﾞ
式

出
入

口

ｳｲﾅｰｽﾞｻｰｸﾙ周辺 平面配置図　　１／１００

A2：1/100

既存側溝上面の上にRC床版打設の上砂敷込

砂敷

12,000

200

水路

既存 馬柵（FRP製） H=1,200既存 馬柵（FRP製） H=1,200

既存 ｽﾁｰﾙ製手摺　H=1,200
ス

ラ
イ

ド
柵

収
納

パ
イ

プ

3
,
1
2
8

3
7
2
3
7
2

10,928

3,128

3
,
1
2
8

7,557

1
0
,
9
2
8

現場打ち側溝 W=250

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

ｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ H=1,200（出入口 W=950付）

872 10,928

新
設

既
存

2
0
0

1
8
,
1
5
0

＋300

＋1,000
土留め天端

土留め天端

＋300

土留め天端

土留め天端

＋1,000

A-3-10

A-3-10

RC土間の上

RC土間の上

F
R
P
製

持
上

出
入

口
柵

２

３

４

５

６

１

２

３

４

６

５

新設
ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外

現場打ち側溝 W=250

土留擁壁

土留擁壁

擁壁

土
留

擁
壁

土
留

擁
壁

FRP製 固定馬柵

部分詳細－１

部分詳細－２

部分詳細－３

部分詳細－４

部分詳細－５

部分詳細－７

3,257

部分詳細－６

RC土間の上
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密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

DP塗り

DP塗り

排
水

 
V
P
-
1
0
0

ウィナーズサークル新設工事

ウィナーズサークル周辺平面配置図

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

（
ｺﾞ

ﾑﾁ
ｯﾌ

舗゚
装

の
上

 吹
付

塗
装

）

（
ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗

装
の
上
 吹

付
塗
装
）

　※　ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装・・・ﾏｽﾀｰｽﾞｺｰﾄ 厚15（馬道専用仕様）

　※　さがけいば　イラスト・文字・・・吹付塗装
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A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

１　～　１　断面図　　１／１００

２　～　２　断面図　　１／１００

３　～　３　断面図　　１／１００

４　～　４　断面図　　１／１００

５　～　５　断面図　　１／１００
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６　～　６　断面図　　１／１００
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2,300

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

FRP製 固定馬柵

 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （朝日ｽﾁｰﾙ ARﾌｪﾝｽ同等）H=1,200

Ｕ字側溝 W=240

 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （朝日ｽﾁｰﾙ ARﾌｪﾝｽ同等）H=1,200
ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

FRP製持上出入口柵

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200（ｶﾗｰﾊｶﾞﾈ鉄線）

既存側溝上面の上にRC床版打設の上砂敷込

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

RC土間の上

4

A2：1/100

1,910

１２

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

DP塗り

DP塗り

DP塗り

DP塗り

FRP製 固定馬柵

排水工 φ75mm
3㎡につき1か所配置

ウィナーズサークル新設工事

ウィナーズサークル周辺断面図－１

・・・擁壁 劣化部補修＋下地調整＋複層塗材Ｅ　範囲を示す

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15



排水工 φ75mm
3㎡につき1か所配置

　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3

A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

Ａ　～　Ａ　断面図　　１／１００

Ｂ　～　Ｂ　断面図　　１／１００

Ｃ　～　Ｃ　断面図　　１／１００

Ｄ　～　Ｄ　断面図　　１／１００

Ｅ　～　Ｅ　断面図　　１／１００

Ｆ　～　Ｆ　断面図　　１／１００
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ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3

　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （朝日ｽﾁｰﾙ ARﾌｪﾝｽ同等）H=1,200

FRP製持上出入口柵

FRP製持上出入口柵

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口

スライド柵収納パイプ

FRP製 固定馬柵

 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （朝日ｽﾁｰﾙ ARﾌｪﾝｽ同等）H=1,200

Vﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200（ｶﾗｰﾊｶﾞﾈ鉄線）

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=1,200（ｶﾗｰﾊｶﾞﾈ鉄線）

FRP製 固定馬柵

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

FRP製 固定馬柵

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3

FRP製 固定馬柵

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口

FRP製 固定馬柵

RC土間の上

RC土間の上

A2：100

4

3,128

600

１３

既存RC擁壁の（ｽﾀﾝﾄﾞ側面＋劣化部補修＋下地調整（C-1）＋　複層塗材E）

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-3-10

DP塗り

DP塗り

DP塗り

DP塗り

DP塗り

ウィナーズサークル新設工事

ウィナーズサークル周辺断面図－２

・・・擁壁 劣化部補修＋下地調整＋複層塗材Ｅ　範囲を示す

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和 4部分詳細図

A2：1/30
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部分詳細－１　　1/30 部分詳細－２　　1/30 部分詳細－３　　1/30 部分詳細－４　　1/30

部分詳細－５　　1/30 部分詳細－６　　1/30 部分詳細－７　　1/30

D-13 D-13D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

砂敷

既存側溝

D-13

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-10

D-10 @200

D-13D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

砂敷D-13D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13 D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-13

D-10 @200
D-13

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-10 @200

D-13D-13

D-13

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

5
0
0

（ﾀﾃ･ﾖｺ共）
D-10 @200

D-13 D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

既存RC擁壁

 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ （朝日ｽﾁｰﾙ ARﾌｪﾝｽ同等）H=1,200

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3 @1,800
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3　@3,600

A-3-10

1
,
2
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
（目地切 @2,500内外）

1
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

側溝防水ﾓﾙﾀﾙ塗り
（金ｺﾃ）

FRP製 固定馬柵
FRP製 固定馬柵

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
（目地切 @2,500内外）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

1
,
2
0
0

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ打放面補修

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ打放面補修

137 FRP製 固定馬柵

1
,
1
0
0

FRP製 固定馬柵

1
,
2
0
0

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3 @1,800
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3　@3,600

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
（目地切 @2,500内外）
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137

（ﾀﾃ･ﾖｺ共）
D-10 @200

D-13

D-13

D-13

D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

D-13

D-13
D-10 @200
（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

側溝防水ﾓﾙﾀﾙ塗り
（金ｺﾃ）

A-3-10

ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3 @1,800
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
　　　　　　　　　　控柱：φ-48.6×2.3　@3,600

FRP製 固定馬柵

1
,
2
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
（目地切 @2,500内外）天端ｺﾝｸﾘｰﾄ打放面補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

水路

１４

（劣化部補修＋ｾﾒﾝﾄ系下地調整材（C-1）

＋複層塗材E）

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

DP塗り

DP塗り

DP塗り

D-13

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ30
砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生） 砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

砂利敷 ｱ100（再生）

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ30
砂利敷 ｱ100（再生）

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ30
砂利敷 ｱ100（再生）

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ30
砂利敷 ｱ100（再生）

使用材料

３．鉄　　　　筋　：　ＳＤ２９５（Ｄ１６以下）

１．捨コンクリート　：　Ｆｃ１８Ｎ／ｍ㎡　　Ｓ－１５

Ｕ字側溝 W=240A-3-10
密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

砂利敷 ｱ100（再生）
捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ50

330

Ｕ字構廻り詳細図　　1/30

２．コンクリート　：　Ｆｃ２１＋３Ｎ／ｍ㎡　Ｓ－１５ ウィナーズサークル新設工事

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15 ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

※　主筋D-13　既設擁壁取付用あと施工ｱﾝｶｰD13（横向き） ※　主筋D-13　既設擁壁取付用あと施工ｱﾝｶｰD13（横向き）

※　主筋D-13　既設擁壁取付用あと施工ｱﾝｶｰD13（横向き）



A3：71％縮小

Ｄ

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

A2：1/100

4劣化部調査図

水路

⑤ ④ ③ ②
①

馬道側擁壁（西面）　　１／１００

凡例

ひび割れ部（幅0.5㎜～1.0㎜程度）

爆裂・欠損部

1.0ｍ 1.0ｍ 1.0ｍ 1.0ｍ
1.0ｍ

改修工法劣化状況 単位 合計

劣 化 部 集 計 表

Ｕカットシール充填工法（可とう性エポキシ樹脂）

＋ポリマーセメントモルタル充填
ひび割れ 幅0.5mm～1.0㎜程度 ｍ

擁壁壁面

5.0 5.0

爆裂・欠損部 W100×L300以下 箇所 2.00 2.00 ポリマーセメントモルタル充填工法

調査数量について 　※.数量は実測

　※数量は設計時の調整に基づき、施工予定数量を提示するもので、事前調査（目視、打診、マーキング、計測等）を行い、監督員と協議のうえ、施工箇所数量を決定する。

※調査範囲：擁壁　西面

１５

ウィナーズサークル新設工事



ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

砂敷

馬　道

1

ｽﾗｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ式馬柵（FRP製） H=1,200

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ
板
位
置

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

ｱ
ｽﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ 
ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ入

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
 ｶ
ｯﾀ
ｰ入

ｶｯﾀｰ入

ｶｯﾀｰ入

±0

＋612

＋976

＋1,110

＋935

＋1,125

－22

＋5

－37

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

馬　道
砂敷

＋1,045

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

＋1,018

＋420

＋900

＋300

＋300

＋300

＋300

－30

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ
板
位
置

＋10

＋300 ±0

2
0
0

4
,
0
0
0

1
,
9
5
0

2
0
0

2
0
0

＋300
＋450

既存ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口

既
存
R
C
擁
壁

の
（
劣
化

部
補
修
＋
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
側
面
　

吹
付
塗
材

E
）
上
　
新

設
 
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
 
（
朝
日

ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ
 
A
R
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
同
等
）
H
=
1
,
2
0
0

FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

5,
00
0

5,000

既存ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ跡 埋め戻し（砂入）

既存

既存

既
存
側
溝
へ

放
流

水路

既存 馬柵（FRP製） H=1,200

既存 ｽﾁｰﾙ製手摺　H=1,200

3
,
1
2
8

3
7
2
3
7
2

10,928

7,557

1
0
,
9
2
8

現場打ち側溝 W=250

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

＋300

＋1,000

＋300

＋1,000

RC土間の上

RC土間の上

F
R
P
製
持

上
出
入
口
柵

現場打ち側溝 W=250

土留擁壁

土留擁壁

擁壁

FRP製 固定馬柵

部分詳細－１

部分詳細－２

部分詳細－３

部分詳細－４

部分詳細－５

3,257

部分詳細－６

RC土間の上

既存 馬道周辺 平面配置図　　１／１００ 改修後 馬道周辺 平面配置図　　１／１００

野芝張

既存
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

【既設のまま】

ｾﾝﾀｰ機器接地

A3：71％縮小

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

ウイナーズサークル新設工事 A2：1/100

4電気設備配置図(撤去図・改修後)

Ｅ

電

高圧引込ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

接続箇所

CVCF

CVCF

CVCF

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　200×200×100 SUS/WP
ｾﾝﾀｰ機器接地

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　150×150×100 SUS/WP
CVCF接地

E/D

ﾏｲｸ接続用端子収納函
350×250×120 SUS/WP

厚鋼電線管G70（露出）厚鋼電線管G16（露出）
ｾﾝﾀｰ機器接地線

接続箇所

【撤去】

厚鋼電線管G16（露出）

【撤去】

CVCF接地

CVCF室 CVCF室

400×400×300 SUS/WP
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
【新設】

厚鋼電線管G70（露出）
ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗｹｰﾌﾞﾙ
【新設】

【撤去】【撤去】

（残置）

400×400×300 SUS/WP
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

切断箇所

【撤去・再取付】

【撤去・再取付】

※新設ﾌｪﾝｽの下部に再取付すること。

CVCF接地

CVCF接地
【既設のまま】

【既設のまま】
ｾﾝﾀｰ機器接地 【撤去】

ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗｹｰﾌﾞﾙ
厚鋼電線管G70（露出）

ｾﾝﾀｰ機器接地線
【撤去・更新】

G16・露出
【既設のまま】

【撤去・更新】
CVCF接地線
G16・露出

CVCF接地PB

ｾﾝﾀｰ機器接地PB

CVCF接地PB
【撤去・再取付】

ｾﾝﾀｰ機器接地線

CVCF接地

（参考図）

ｾﾝﾀｰ機器接地PB
200×200×100

150×150×100

【撤去】

600 AS復旧(建築図参照)

埋設ﾃｰﾌﾟ

40
0

10
0

掘削要領図

山砂

※掘削は機械設備工事による。

給水管 FEP65

350×250×120 SUS/WP
ﾏｲｸ接続用端子収納函
【撤去・再取付】

【撤去・再取付】

ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗｹｰﾌﾞﾙ EM-CE5.5sq-4C×4

EM-CE5.5sq-4C×4
ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗｹｰﾌﾞﾙ
【新設】

FEP65

【撤去・再取付】

接地極埋設表示板

接地極埋設表示板

０１

ﾏｲｸ接続用ｹｰﾌﾞﾙ

350×250×120 SUS/WP
ﾏｲｸ接続用端子収納函
【再取付】



±0

－30

＋625＋420

＋612

＋976

＋677

＋1,203

＋1,110

＋935

＋970

＋715

＋387

＋1,125

＋935

電

CVCF

CVCF

＋484

＋150

＋1,018 ＋1,190

－37

＋1,110

＋823

＋543

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

＋10 ＋5

砂敷

馬　道

野芝張

＋1,218

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

4

5

5

5 6

ｽﾗｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ式馬柵（FRP製） H=1,200

U字側溝 W=180

ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ
板
位
置

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

ｽ
ﾁ
ｰ
ﾙ製

手
摺

　
H
=
1
,2
0
0

CVCF

解
体
・
撤
去

解体・撤去

解体・撤去
旧表彰台通路
人工芝張

旧表彰台（ｺﾝｸﾘｰﾄ工作物）
人工芝張

解体・撤去

解
体
・
撤
去

ｽﾁ
ｰﾙ
製
手
摺
　
H=
1,
20
0

解
体
・
撤
去
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ｰﾄ
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石
 W
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×
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撤
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石
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×
H
=
1
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ｽﾁｰﾙ製手摺　H=1,200
解体・撤去
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U
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側
溝
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撤
去
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＋
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撤
去
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ｰ入

ｱｽ
ﾌｧ
ﾙﾄ
 ｶ
ｯﾀ
ｰ入

基礎 W=180×L=600×H=250
ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 

基礎 W=180×L=600×H=250
ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 

ｽﾁｰﾙ製手摺 解体・撤去 
基礎 W=180×L=400×H=250

ｶｯﾀｰ入

ｶｯﾀｰ入

±0

＋612

＋976

＋1,110

＋935

＋1,125

－22

＋5

－37

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

馬　道
砂敷

＋1,045

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

＋1,018

＋420

＋900

＋300

＋300

＋300

＋300

－30
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置
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＋450

既存ﾊﾟｲﾌﾟｽﾗｲﾄﾞ式出入口
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）
H
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,
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FRP製 固定馬柵

FRP製 固定馬柵

5,
00
0

5,000

既存ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ跡 埋め戻し（砂入）

既存

既存

既存

既
存
側
溝
へ

放
流

Ｕ字側溝 W=240

水路

既存 馬柵（FRP製） H=1,200

既存 ｽﾁｰﾙ製手摺　H=1,200

3
,
1
2
8

3
7
2
3
7
2

10,928

7,557

1
0
,
9
2
8

現場打ち側溝 W=250

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋敷並べ（厚75）

＋300

＋1,000

＋300

＋1,000

RC土間の上

RC土間の上

F
R
P
製
持

上
出
入
口
柵

新設
ｽﾁｰﾙ製手摺 H=1,200　支柱：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　上下材：φ-48.6×2.3
　　　　　　　　　　縦格子：φ-19 @146内外
SOP塗り

現場打ち側溝 W=250

土留擁壁

土留擁壁

擁壁

FRP製 固定馬柵

部分詳細－１

部分詳細－２

部分詳細－３

部分詳細－４

部分詳細－５

3,257

部分詳細－６

RC土間の上

既存 馬道周辺 平面配置図　　１／１００ 改修後 馬道周辺 平面配置図　　１／１００

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 厚15

A3：71％縮小

工事名称

図面名称

日-月-年

1級建築士 登録番号 第341277号 白濱 宗德

(有)白濱建築設計事務所

／

縮　尺 図面番号

令和

ウイナーズサークル新設工事 A2：1/100

4

Ｍ

20

20
(露出)

20 (側溝内露出)

(露出)

切断箇所

20

20

20

20

既設管接続箇所

接続箇所

給水設備配置図(撤去図・改修後)

600 AS復旧(建築図参照)

埋設ﾃｰﾌﾟ

4
0
0

10
0

掘削要領図

山砂

給水管 FEP65

０１
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